
　今月は、第２回心のバリアフリー川柳（学生の部）の中から審査で選ばれた中学生の作品を紹介します。
学生のみなさん、たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。こころのバリアフリー市民部会
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広告掲載のお申し込み・お問い合わせは広報シティプロモーション課☎（81）7123へ

焼夷弾がすぐ横に

恐怖を感じる余裕もなかった

　終戦直前の平塚大空襲では、 茅ヶ崎でも住宅焼失や死者、 重傷者が出る被害がありました。 柳島で

空襲にあった杉山さんと岡田さん、 平和への思いをつなぐ活動に携わる野原さん、 思いを受け継ぐ

世代であり、 昨年度平和大使として活動した大和田さんにお話を伺いました。

「平和について」 ポスター ・ 作文コンテスト

平和をつなぐキャンドルナイト

　市内在住・在学の小学6年生（ポスターの部）から755点、

中学2年生（作文の部）から172点の参加がありました。

「平和について」 ポスター ・ 作文展

Peace for 80th 2025「オリヅルから平和を」原爆展

日時   ①８/6（水）～8（金）10時〜17時　②８/12（火）～１5（金）10時〜17時　 

（初日のみ①13時〜②12時〜、 最終日①15時まで②14時まで）

場所  ①B
ブ ラ ン チ

RANCH茅ヶ崎2（浜見平3-1）　②市役所本庁舎市民ふれあいプラザ

ほか  原爆展の問い合わせは、「平和を考える茅ヶ崎市民の会実行委員会」☎（８８）０７６９野原

多様性社会推進課☎(81)7150

　終戦の日に、キャンドルに「平和のメッセージ」を書いて、その灯りに思いを託します。

中村晴歩（緑が浜小）「平和のピー
スはみんなで埋めるもの」 

市長賞入賞作品（ポスターの部）

日時  ８/15（金）19時～20時 場所  市役所前広場

ポスターの部 作文の部
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杉山　鮮烈に記憶に残っているの

は1945年７月16日、激しい空襲が 

あった日のことです。 茅ヶ崎では

浜降祭が終わった翌日でした。 私

は当時小学1年生。 夜に爆撃機 ・  

B29の焼
しょういだん

夷弾が落ち、あちこちで火

の手が 上がる

中、祖母と兄、弟

と逃げ惑いまし

た。 行き着いた

小出川の土手

で並んで布団を

被り、身を潜め

ていた時、突如、

私と兄の間に焼

杉山全
たもつ

さん（86歳）。
「柳島いま・むかし
会」会員

夷弾が落ち

たのです。

わずかにず

れていたら、

死んでいた

かもしれま

せん。 朝を

待って家に

戻ると、自宅は焼失。 焼け跡では食

料も不足し、焼けた米を掘り出して

食べようとするも、臭くて食べられ

ませんでした。

岡田　B29の独特の音や、空襲警

報が発令されて学校から集団で駆

け足で帰宅したこと、防空壕の土の

香りなどを今でも覚えています。

今の子どもたちの環境には情報が

あふれていますが、当時はほとんど

情報がなく、生きるのが必死。 怖い

と感じる余裕もありませんでした。

茅ヶ崎町第二国民学校
（現鶴嶺小学校）３年生
当時の杉山さん（左）と
岡田さん

平和について考えるイベント

※敬称略

※敬称略

日時  ８/17（日）13時30分～16時 

場所  市役所分庁舎コミュニティホール

定員  100人〈先着〉 

申込  8/1（金）〜16（土） 申し込み

　「原爆の子の像」のモデル・佐々木禎子さんの幼なじみ、

川野登美子さんらと会場をオンラインでつなぎます。像

建立までのお話や禎子さんとの思い出などを伺います。

原爆の子の像　六年竹組の仲間たち

〜佐々木禎子さんの思いを繋ぐ〜

川野登美子さん
1942年広島県生まれ。 
佐々木禎子さんの幼な
じみ。 1995年から語
り部として、 平和につ
いて伝え続けている。
NPO法人ピースマイン
ズヒロシマ理事長

平和のつどい ・ 平和講演会

　ピーストレイン平和大使広島派遣に参加した子どもたちが、広島で見たこと、感

じたことを伝える絵と作文を展示します。

日時   ①８/26（火）～２9（金）8時30分〜17時　②9/8（月）～22（月）

9時〜21時30分（いずれも初日10時から、 最終日16時まで）

場所  ①市役所本庁舎市民ふれあいプラザ

②男女共同参画推進センターいこりあ

ピーストレイン報告展示

詳細は各公民館へ折り鶴募集

体験者の言葉を見て聞いて

語り継いでいくことが大切

原爆展や短文展を実施

平和の尊さを考える場に

野原富美子さん
「平和を考える
茅ヶ崎市民の会
実行委員会」委
員長

大和田みどりさ
ん（鶴嶺中学校
3年生。 2024
年度ピーストレ
イン平和大使）

　原爆展では原爆の模型や写真を展

示しています。今年は有名な写真「焼

き場に立つ少年」も展示。 来場者の

中には、展示を見て戦争体験を語り

始める方もいます。 また、子どもた

ちから平和への思いを短文で募集

し、戦争の悲惨さと今の平和の尊さ

について考える活動も行っています。

　平和大使として広島に派遣され、被

爆者から話を聞いたとき、「現実に起

きたことなのか」と衝撃を受けまし

た。 戦後80年が過ぎ、戦争を知らな

い人が世の中の中心になる時代が訪

れます。 平和の心を絶やさないよう、

戦争体験者が伝えてきたことを私た

ちが語り継いでいきたいと思います。

過去と未来をつなぐ

未来へ受け継ぐ

杉山　終戦後は食糧難の中、サツマ

イモ、イナゴ、粟、コウリャン（モロコ

シ）などを食べました。 祭りのとき

の太巻きやうどんはごちそうで、パ

ン屋に粉を持参して甘食を焼いて

もらったこともありました。

自分で考え行動してほしい

世界で起きることを自分事に

岡田　これからの子どもたちには、

周りに流されるのではなく、自分で

しっかり考えて

行動できるよう

になってほしい。

杉山　世界で起

きていることは

他 人 事 で は な

く、「自分がその

状況だったら」

と考えてみてほ

しいですね。

岡田正義さん（86
歳）。 東京から空襲
を逃れ茅ヶ崎へ。
杉山さんとは小学
校の同級生

戦争体験を伝える
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